
Theremino システム 

 Rap47

脚（低エネルギーガンマ）検出器
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Rap47

ここで親切なジョージ（GEO エレクトロニクス）から寄贈された新しいプローブ·レッグ（低エネルギーガンマ）Rap47 でいく
つかのテストです

プローブは、非常によく、細部に光とよく終わっ行われ、薄いアルミ窓と 1mm の結晶シンチレータと組み合わせる 低エネル
ギーに非常に敏感で、プローブは、蛍光 X 線分析にも適しています。

Theremino PMT アダプタ付きプローブ RAP 47、低ノイズ電源 
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構造と特徴

頭部のディテールは、アルミニウムの薄い層にも注意してください。
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仕様書

タイプ CSI（TL）（ヨウ化セシウムドープ タリウム付）

大きさ 直径 25.4 結晶の厚さ 1.0mm

エネルギー検出 1MeV の範囲 8 keV の

代表的な消費電力 47keV で 100％、80％〜100 keV の

プローブの構築 陽極酸化アルミニウム。長さ 19 センチ、直径 3.8 センチメートル

動作温度 -25°C から 40°C まで 

動作湿度 0〜90％ 

重量 178 グラム

                                                         

    異なるエネルギーでの吸着の割合。
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トリチウムの鍵をテストする
市場では、トリチウムガスを充填したガラス製バイアル内部発光キーチェーン（ベータ光）がありますが、これらのガジェットは
非常に低排出ガスを持っており、それらを使用する人々に危険を表すものではありません、我々の目標はで効果本当のプローブを
実証することである低エネルギー範囲を読んでいます。

通常、トリチウムガス（H3）はベータ粒子の排他的な発光を有する、これらの粒子のエネルギーが 18.6 keV である。正確には
このエネルギーが非常に低いベータ粒子は、ガラスバイアルとプラスチックの鍵リングの両方からシールドされています。

RAP47 プローブで測定することで、すべてにもかかわらず、ガラスアンプルに制動放射（制動放射）ベータ粒子に起因する 18 
keV の離散ピークを検出することができません。

これらの低エネルギーの X 線は、薄い窓付きの非常に薄いマイカのパンケーキやシンチレータを必要とされる標準的なガイガー
ミュラー管やシンチレータで検出するのは困難である。

この目的のためだけに設計されているプローブ Rap47 は見事にこの仕事をしていません。

トリチウム Keychan 
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トリチウムキーホルダーテストは、明らかである 18 KEV 光電ピーク、右側の背景が存在しないことに注意してください

25×25 ミリメートルからプローブの NaI（Tl）を用いて行っ同じテストが前回のテストより小さく左のピークとボトム（グリー
ンライン）を見ることができます
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イオン化煙感知器
イオン化煙感知器には、小さな放射線源を見つけることができます。これは、一般的にマイクロキュリー未満の活動とアメリシウ
ム 241 を使用されています。

源の排出量は、主にアルファであり、これらの粒子は完全に金属製の筐体からシールドされています。

。  
イオン化煙探知器

に 放射線源へのアクセスを保護左側電離箱
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RAP47 と煙探知器をテスト 

一緒にアルファ粒子（外部からは検出されない）で、それはパーセンテージアルファ粒子の寄与としてはるかに低い放射範囲を検
出することが可能である。

アメリシウム-241 実際には 59 と 26 で 2 つの主発光範囲を持っています このプローブを用いた KEV は、非常によく検出する
ことができます。

ここでは測定の結果は、明らかである 26 と 59 keV の photopeaks
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NAI にテスト煙センサプローブ（TL）

の NaI（Tl）25×25 ミリメートルと同じテスト·プローブはなく、26 keV のが非常に低い 59 でピークを見ることができます。
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セシウム 137 の痕跡と放電器スパークギャップ管
スパークギャップバルブが限界高電圧のピークのために使用され、実際には電圧を制限する必要があるレーダーシステムやインス
トールに使用され、これらの成分は、電極が放射性物質で覆われているアークを容易にするために、真空下で製造されています、
一般的にはラジウム 226 が使用されますが、それはまた、セシウム 137 が一般的です。

ギャップバルブスパーク 、ガラス内部の Cs-137（ダークスポット）をメモします。

ここでは、テストの結果が 32 keV の光電ピークに明らかである、RAP47 プローブは、低エネルギー（50keV でより低い）で
非常に高い吸収率を持っていますが、高エネルギーへの媒体に非常に敏感ではありません。

それは、662 keV の光電ピーク特性は、このテストで故意に無視された相対的に低いことがこのような理由からです。
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